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     講義名（日程順に掲載） 講師                                     
1   大学と大学図書館 植木俊哉 
  東北大学附属図書館長 
2   大学経営の課題 吉武博通 
  筑波大学ビジネスサイエンス系教授 
3   公立図書館の戦略 船見康之 
   潮来市立図書館長 
4   私立大学図書館の経営 長谷川豊祐 
   慶應義塾大学非常勤講師 
5   国立大学図書館の現状と課題 尾城孝一 
  東京大学附属図書館事務部長 
6   古典資料の保存と利用 山澤学 
   筑波大学人文社会系准教授 
7   経営学入門 I・II 佐野享子 
   筑波大学ビジネスサイエンス系准教授                         
8   大学評価と大学図書館 土屋 俊 
   大学改革支援・学位授与機構教授 
9   図書館と法 村井麻衣子 
   筑波大学図書館情報メディア系准教授 
10  利用者の情報行動   逸村 裕 
   筑波大学図書館情報メディア系教授 
11  大学図書館に期待するもの 津崎良典 
筑波大学人文社会系准教授 
12  大学図書館職員の新たな役割 竹内比呂也 
   千葉大学附属図書館長及びアカデミック・リンク・センター長 
13  国立情報学研究所の戦略 酒井清彦 
   国立情報学研究所学術基盤推進部次長 
14  ディスカバリーサービスのデザイン 宇陀則彦 
                                             筑波大学図書館情報メディア系准教授 
15  大学図書館の学習支援 長澤多代 
  三重大学准教授 
16  学術情報コミュニケーションの動向 佐藤義則 
                                              東北学院大学文学部教授 
17  ホテルにおけるホスピタリティ・マネジメント 村岡裕美 
                                              オークラフロンティアホテルつくば 
18  対人ストレスマネジメントとしての 
ヒューマン・リレーションスキル 橋本佐由理 
   筑波大学体育系准教授 
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平成 28 年度大学図書館職員長期研修日程 
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5 火 セッション 1：問題発見・解決力養成パート 


















































































会場：筑波大学春日エリア 情報メディアユニオン 2 階 メディアホールほか 
  7 月 15 日（金）は、第一エリア（中地区）筑波大学附属図書館（中央図書館） 
ii
平成 28 年度大学図書館職員長期研修科目概要 
１ 研修概要
A 図書館マネジメント総論 8 科目（9 コマ） 
 大学図書館を取り巻く経営的環境を把握するとともに、大学図書館マネジメントに関 
する知識を養う。
B 学術情報流通等各論 10 科目（10 コマ） 
学術情報に関する最新の知識を講義し、大学図書館サービスのあり方を考える。




























































Web サイトの構成や構築、最近の Web サービス、検索エンジン、SNS 等の状況・問題
点を挙げ、Web サイトやディスカバリーサービスの設計に際して求められる「デザイン」
と、情報通信技術の活用について、今後の方向性や展望等について講義する。
iv
(10)図書館と法 
図書館をめぐる著作権、個人情報・プライバシー保護などの基本的な考え方や、インタ
ーネットの普及に伴う新たな動きと今後の方向性、展望などについて講義する。
C 演習・ワークショップ・班別討議 
1 演習 
 自立的に業務を遂行するためには、自ら問題を発見し、適切に解決する方法を身に付け
ることが重要である。職場での実際的な問題から、講義及び演習を通して、問題発見から
解決までを実践する。
2 ワークショップ 
受講生の間での意見交換などから、自身が図書館職員としていきいきと働く理想像を描
き出すことで、2 週目の研修をより実りあるものとする。 
3 班別討議 
(1) 班別討議 
大学図書館経営及びマネジメントに関連するテーマについて討議する。実際的な課題解
決を念頭において具体的な対応策、解決策を討議する。
(2) 発表及び全体討議 
班別討議で検討した課題を実際的な解決方策にまとめ発表する。各班の発表をもとに全
体討議を行う。
v
